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株主の皆様、平素は当社事業に格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。代表取締役社長の
下條治です。

ここに当社第55期中間期（2019年4月1日から
9月30日まで）の業績についてご報告いたします。

当第２四半期連結累計期間におきましては、ＩＴ
関連事業（システム開発事業、サポート＆サービ
ス事業）は微増にとどまったものの、パーキング
システム事業の受注獲得が伸長した結果、前年同
期と比較して増収とすることができました。⼀方
利益におきましては、ＩＴ関連事業で発生した低採
算案件等の影響により、前年同期と比較して減益
となりました。

以上により、当第２四半期連結累計期間の売上

高は、8,752百万円（前年同期比6.9％増）、営
業利益325百万円（前年同期比41.3％減）、経常
利益343百万円（前年同期比40.9％減）、親会社
株主に帰属する四半期純利益230百万円（前年
同期比41.3％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント
別の業績は、以下のとおりであります。

システム開発事業は、生損保案件を中心とした
受注獲得が引き続き順調に推移しており、前年
同期と比較して増収となりました。利益面におい
ては、回復の兆しが見えるものの、引き続き人的
投資等の影響により、前年同期と比較して減益と
なりました。この結果、売上高3,275百万円（前年
同期比8.8％増）、営業利益321百万円（前年
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代表取締役社長 下 條　治

お客様の
「ありがとう」のために
価値あるサービスを

トップメッセージ

010_0620601601912.indd   1 2019/11/10   3:17:07



同期比16.3％減）となりました。
サポート＆サービス事業は、第１四半期に低採

算に陥った新規顧客案件の早期回復を図るため、
サポート要員を集中的に投入したことなどにより、
その他顧客の案件獲得に影響し、前年同期と比較
して減収となりました。好調であった前年同期と
比較して、利益面においては同要因のため、大幅
な減益となりました。この結果、売上高2,179百
万円（前年同期比5.6％減）、営業利益57百万円

（前年同期比74.0％減）となりました。なお、上
述の新規顧客案件については、採算回復の見通し
であります。

パーキングシステム事業は、新規案件受注獲得
に加え、駐輪機器の入替需要もあり、順調に推移
しております。また、駐輪場利用料収入も引き続
き堅調であることから、前年同期と比較して増収
増益となりました。この結果、売上高3,221百万
円（前年同期比12.6％増）、営業利益461百万円

（前年同期比5.4％増）となりました。
なお、当期中間配当につきましては、当社の基

本方針に基づき、⼀株当たり7円とすることにいた
しました。

第55期下半期は中期経営計画「Vision 2020」
の最終年度であります。目標達成に向けＮＣＤグルー
プ⼀丸となって邁進していく所存でございますので、
引き続きご支援の程よろしくお願いいたします。
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Vision 2020 Medium-term
management plan

業務プロセス改善による収益性の向上
働き方改革による企業競争力の向上

▶オリジナル技術・サービスの開発
▶課金型ビジネスの拡大

▶月極め駐輪事業拡大
▶電磁ロック式駐輪場No.1
   （管理台数50万台達成）

IT関連事業

パーキングシステム事業

2020年3月期の財務目標

重点施策

株主様への安定的かつ継続的な
利益還元

売上高 180億円
営業利益 10億円
営業利益率 5.6％

グループ

Top Message

グループ連結 (2018年5月修正）
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Corporate GroupNCDグループ
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日本コンピュータ・ダイナミクス
株式会社

システム開発事業

サポート&サービス事業

システム開発事業

サポート&サービス事業

システム開発事業 その他（海外人材斡旋）

パーキングシステム事業 パーキングシステム事業

パーキングシステム事業
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第54期

6,329

3,275

第55期

3,011

第53期

5,738

2,655

第54期

4,611

2,179

第55期

2,309

第53期

4,524

2,188

第54期

6,027

3,221

第55期

2,860

第53期

5,948

3,073

Segment Overview主要セグメント概況
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（＊）NCD China は「天津恩馳徳信息系統開発有限公司」の英語表記です。

主要なサービス

• 駐輪場の設営・運営・管理受託
• 自転車管理システムの販売及び運営
• 時間貸し自転車（コミュニティサイクル）
運営

• 自転車関連の総合コンサルティング

売上高
■■第2四半期　■通期

システム開発事業 NCD、ゼクシス、NCDテクノロジー、NCD China（＊）
売上高 主要なサービス

•システムコンサルティング
•システムインテグレーションサービス
• パッケージソリューションサービス
•アプリケーションシステムの運用・保守

■■第2四半期　■通期

37%

売上高構成比

25%

売上高構成比

37%

売上高構成比

前年同期比
8.8%増

•テクニカルサポートサービス
• ヘルプデスクサービス
•アウトソーシングサービス
•システム等管理運営

■■第2四半期　■通期

サポート&サービス事業 NCD、ゼクシス、NCDテクノロジー
売上高 主要なサービス

前年同期比
5.6%減

パーキングシステム事業 NCD、NCDプロス、NCDテクノロジー、矢野産業

前年同期比
12.6%増

 （単位：百万円）

 （単位：百万円）

 （単位：百万円）
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Financial Highlights財務ハイライト

第54期

6.1 3.7

第53期

6.8

4.8

5.3

第55期
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連結業績

■■第2四半期　■通期  （単位：百万円）

■■第2四半期　■通期  （単位：百万円）

■■第2四半期　■通期  （単位：%）

売上高

87億52百万円 6.9%増

前年同期比

営業利益

3億25百万円 41.3%減

前年同期比

営業利益率

3.7% 3.1ポイント減

前年同期比

第54期

17,007

8,752

第55期

8,191

第53期

16,237

7,926

第54期

1,045

325

第55期

554

第53期

783

422
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Consolidated Financial Statements中間連結財務諸表（要約）
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企業体質の強化と積極的な事業展開に備えて内部留保に努めるとともに、
配当性向や配当利回りなどを総合的に判断し、安定的な配当を維持するこ
とを基本方針として実践しております。今後も、経営基盤の⼀層の強化と
積極的な事業展開を継続しつつ、適切な利益還元を実施してまいります。

また、株主の皆様の日頃のご愛顧にお応えするとともに、当社株式への
投資魅力を高め、より多くの皆様に当社の事業へのご理解とご支援をいた
だくことと、中長期的に当社株式を保有していただける株主様の増加を図
ることを目的に、株主優待制度 も取り入れております。

中間連結貸借対照表

株主還元

 （単位：千円）

配当金の推移
■■第2四半期　■通期

 （単位：円）

当第2四半期末
（2019年9月30日現在）

前会計年度末
（2019年3月31日現在）

資産の部
流動資産 5,949,449 6,455,375
固定資産 4,783,087 4,593,225

有形固定資産 1,294,974 1,220,785
無形固定資産 116,793 83,689
投資その他の資産 3,371,319 3,288,750

資産合計 10,732,537 11,048,601
負債の部
流動負債 3,975,603 4,291,164
固定負債 3,117,800 3,304,086
負債合計 7,093,404 7,595,250
純資産の部
株主資本 3,563,247 3,387,893
その他の包括利益累計額 61,696 53,456
非支配株主持分 14,188 12,000
純資産合計 3,639,132 3,453,350
負債純資産合計 10,732,537 11,048,601

中間連結損益計算書  （単位：千円）

当第2四半期累計期間
2019年4月 1日から
2019年9月30日まで

前第2四半期累計期間
2018年4月 1日から
2018年9月30日まで

売上高 8,752,940 8,191,618

売上原価 7,300,456 6,637,467

売上総利益 1,452,483 1,554,151

販売費及び⼀般管理費 1,126,865 999,191

営業利益 325,618 554,960

営業外収益 33,293 38,034

営業外費用 15,441 12,288

経常利益 343,470 580,705

特別損失 2,859 —

税金等調整前四半期純利益 340,610 580,705

法人税等 107,479 186,865

四半期純利益 233,131 393,840

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,188 152

親会社株主に帰属する四半期純利益 230,943 393,688

財務諸表など決算情報は、ホームページで開示しています。 http://www.ncd.co.jp/

裏表紙　株主優待制度のご案内 第54期

7.0

第55期

7.0

7.0

14.0

第53期

6.0

8.0

14.0
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左：OBC代表取締役社長　和田  成史
右：当社代表取締役社長　下條  治

立地協定調印式（2019年4月11日）

矢野産業株式会社完全子会社化

日本就職合同博覧会 ｉｎ 釜山２０１９ 開催

九州地区における駐輪場事業のさらなる拡大を目的として
株式を取得し完全子会社化。

East Ambition株式会社は韓国青年国際交流機構と共催し、
日本での就職を希望する韓国の学生を対象とする会社説明会
を実施。今年で３回目を迎え、多くの日本企業が参加。

OBC Partner of the Year 受賞
販売代理店契約を結んでいる、株式会社オービックビジネス
コンサルタント（以下、OBC）様より、2018年度の奉行シリー
ズの販売実績、ならびにその取り組みと活動において、昨年
に続いて“ＯＢＣ Ｐａｒｔｎｅｒ ｏｆ ｔｈｅ Ｙｅａｒ”を受賞。

2019

4月

8月

※BCP : Business Continuity Plan：事業継続計画

長崎県五島市に
「五島サテライトオフィス（仮称）」の開設を発表
災害等を考慮したBCP（※）対策や、業務効率化等を進める企業
のニーズに応えるため、サポート＆サービス事業の新拠点と
なる「五島サテライトオフィス（仮称）」の開設を発表。長崎
県や五島市と連携し、２０２０年４月入社から新卒採用を開始する。
当地域の雇用創出を図ることで、地方創生にも貢献。

左：長崎県知事
中村  法道

中：当社代表取締役社長
下條  治

右：五島市長
野口  市太郎

Topicsトピックス

010_0620601601912.indd   7 2019/11/10   3:17:13



8NCD  第55期 中間報告書

健康経営の⼀環として、「心の健康」維持向上宣言を制
定しております。厚生労働省の指針をもとに計画を作成
し、従業員の心の健康づくりに積極的に取り組んでおりま
す。

当社は、社員一人ひとりが個性と可能性を

十分に発揮できるような環境づくりを目指し、

5つの取り組みを推進しています。

社員の
成長

健康
経営

明るい
職場づくり

社内
ベンチャー

働き方
改革

社費
留学

健康企業宣言東京推進協議会が運営する健康優良企業
認定制度において、社員の「心と体の健康」に対する
取り組みが評価され、2019年6月に健康優良企業「銀の
認定」を取得いたしました。今後も健康優良企業として、
健康増進に向けた取り組みをさらに推進し、健康優良企業

「金の認定」を目指してまいります。

「心の健康」維持向上宣言 健康優良企業「銀の認定」を取得

NCDは、社員の個性を尊重し、その資質を発揮さ
せることにより、あたたかな企業文化を確立する。

この経営理念を実現して行くためには、他者を敬い、
受容できる強くやさしい心が不可欠です。
その強くやさしい心は、社員個々の健康な心があって
こそ育まれます。
社員の心の健康が社員の元気、NCDの活力につな
がると確信し、心の健康づくりを積極的に取り組む
ことをここに宣言します。

2018年10月1日　代表取締役社長　下條  治

Approach to Employees社員への取り組み
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株主様からの貴重なご意見を、今後の企業活動に活かしてまいります。

株主アンケート集計結果のご報告

アンケート集計結果（⼀部）

Shareholder questionnaire

株主様からのご意見・ご要望のご紹介

個人投資家向け会社説明会に出席し、貴
社の説明を社長から聴いて、魅力的で有
望な投資先であることに共感し株主になり
ました。今後も、定期的な会社説明会の
開催をお願いします。（20代男性）

ＩＴ会社としては、パーキングシステム事業
という珍しいビジネス基盤を持っている為
に投資した。日々の売買が少なく人気が
無いので、ＩＲ、マスコミ等アピール不足
を感じる。頑張って欲しい。（60代男性）

今後も時代の流れを把えて事業展開をお
願い致します。最寄り駅近辺の駐輪場を
利用しますが、数台でも良いのでママさ
んや高齢者用の３輪自転車用もお考え戴
きたいと考えます。（70代男性）

積極的な事業拡大
安定経営

業績連動型配当
安定配当

株主優待の拡充
自社株買い
株式分割

業績安定・向上
IR活動推進
その他

17.1%
13.8%

13.1%
15.1%

14.8%

7.7%

8.6%
6.0%

2.4%
1.4%

当社に期待すること（3つまで）Q

今後のIR活動で充実を希望すること（複数可）Q
株主総会の充実

株主向け報告書の充実
ホームぺージでの情報提供

個人株主向け説明会・懇談会の実施
個人投資家向け情報誌の活用

マスメディアへの露出
その他

24.1%
23.2%

15.3%
19.6%

7.1%

1.8%

8.9%男性 76.7%

女性 23.3%

●ご回答いただいた株主様の性別

20代以下 0.6%

80代以上 10.2%

70代 25.3%

60代 26.5%

30代 6.2%

40代 15.6%

50代 15.6%

●ご回答いただいた株主様の年代

調査対象 ……… 全株主4,193名
調査方法 ……… 決議通知に同封（2019年6月21日発送）

調査期間 ……… 2019年6月21日～7月23日
ご回答数 ……… 356名
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（注）上記人数には、契約社員、パートタイマー、嘱託契約の従業員及び
　　  派遣社員を含みません。
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会社概要 （2019年9月30日現在） 株式の状況 （2019年9月30日現在）

商号 日本コンピュータ・ダイナミクス株式会社
Nippon Computer Dynamics Co., Ltd.（NCD）

設立年月日 1967（昭和42）年３月16日
資本金 438,750,000円
事業所 本社（東京都品川区）

江東サービスセンター（東京都江東区）
福岡営業所（福岡県福岡市）
福岡デリバリセンター（福岡県福岡市）
長崎営業所（長崎県長崎市）

従業員の状況 NCDグループ  939名
NCD              612名

発行可能株式総数 14,000,000株
発行済株式の総数   7,941,368株

 （自己株式858,632株を除く）
単元株式数 100株
株主数 4,061名

連結子会社 （2019年9月30日現在）

株式会社ゼクシス
設立：1969年３月　  本店：大阪市中央区　資本金：96百万円　    当社出資比率：100％
NCDテクノロジー株式会社
設立：2000年11月　本店：東京都品川区　資本金：40百万円　    当社出資比率：100％
天津恩馳徳信息系統開発有限公司（NCD China）
設立：2005年４月　  本店：中国天津市　   資本金：600千米ドル　当社出資比率：100％
East Ambition株式会社
設立：2017年2月　  本店：東京都品川区　資本金：40百万円　    当社出資比率：100%
NCDプロス株式会社
設立：2018年3月　  本店：東京都品川区　資本金：30百万円　     当社出資比率：67%
矢野産業株式会社
設立：1978年4月　  本店：福岡市南区　   資本金：10百万円　     当社出資比率：100%

株式数構成比

合計
8,800千株

外国法人
47千株（0.54％）当社（自己株式）

858千株（9.76％）
金融商品取引業者
18千株（0.21％）

金融機関
906千株（10.30％）

その他の法人
1,103千株（12.53％）

個人その他
5,866千株（66.66％）

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 603 7.60

NCD社員持株会 454 5.72
株式会社北斗 430 5.41
株式会社光通信 428 5.39
下條　武男 390 4.91
小黒　節子 280 3.53
寺内　吉孝 180 2.27
山田　正勝 172 2.17
村山　俊生 167 2.11
下條　治 120 1.51

大株主 （上位10名）

（注）1. 当社は自己株式（858,632株）を保有しておりますが、
上記大株主から除いております。

2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

会社概要 Corporate Profile

役 員 （2019年9月30日現在）

代表取締役社長 下條　治
取締役常務執行役員 上田　晋太郎
取締役執行役員 小林　勇記
取締役執行役員 高木　洋
社外取締役 高木　洋二
社外取締役 宮田　晴雄
取締役（常勤監査等委員）和津田　保
社外取締役（監査等委員）中山　かつお

社外取締役（監査等委員）奥野　滋
社外取締役（監査等委員）圓角　健⼀
執行役員 田辺　信幸
執行役員 宮田　大介
執行役員 中根　純⼀
執行役員 苅辺　勉
執行役員 合田　友昭
執行役員 加藤　裕介
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〒141-0031  東京都品川区西五反田四丁目32番1号
TEL  03-5437-1021
▶http://www.ncd.co.jp/

本報告書に関するお問合せ先　 総務部  TEL 03-5437-1021日本コンピュータ・ダイナミクス株式会社

株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、以下の株主優待
制度を実施しております。

株主優待制度のご案内

1. 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原
則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることと
なっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくださ
い。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできません
のでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三
菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三
菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

（ご注意）

事業年度 毎年４月１日～翌年３月31日

期末配当金受領
株主確定日 毎年３月31日

中間配当金受領
株主確定日 毎年９月30日

定時株主総会 毎年６月

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の

口座管理機関

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　
電話    0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081　
　　　 新東京郵便局私書箱第29号
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場市場 東京証券取引所 JASDAQ 市場
（証券コード4783）

公告の方法 電子公告により行います。

公告掲載ＵＲＬ http://www.ncd.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じた時には、日
本経済新聞に公告いたします。）

当社のウェブサイトでも財務データ、
企業情報などを開示しております。
ぜひご覧ください。

http://www.ncd.co.jp/ir/

NCD  IR 検 索

対象となる株主様
毎年9月30日現在、当社株式1,000株以上保有いただいている株主様
贈呈時期
本冊子に同封して贈呈

保有株式数
継続保有期間

３年未満 ３年以上

1,000株以上
3,000株未満

クオカード
2,000円分

クオカード
3,000円分

3,000株以上
5,000株未満

クオカード
3,000円分

クオカード
5,000円分

5,000株以上
クオカード

5,000円分
クオカード

7,000円分

株主優待制度の内容

継続保有期間条件について
・年1回毎年9月末を基準日とし、同日付の当社株主名簿の記録により確認できる株主様を

対象といたします。 
・継続保有判定は、半期ごと（毎年3月末および9月末）の当社株主名簿に、「同⼀の株主

番号」で連続して7回以上記録された株主様を、継続保有「3年以上」の対象といたし
ます。

・「同⼀の株主番号」記録の連続性が中断された場合には、継続要件を満たさないものと
して取り扱います。例えば、保有されていた当社株式の全部を⼀旦売却した後に、3月ま
たは9月の権利付き最終確定日までに株式を買い戻した場合などが該当します。

株主メモ
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